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 日本原子力研究開発機構では、将来の高速炉用 MOX 燃料製造プロセスとして、簡素化ペレット法の研

究開発を実施している。整粒機による粉砕処理を行うことにより、湿式造粒法で製造した造粒粉に含まれ

る粗大粒子を、流動性を低下させることなく除去することができた。 
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1. 緒言 

簡素化ペレット法の原料粉末の流動性改良手法として、湿式造粒法が用いられている。前報[1]では、従

来の高速撹拌造粒機よりも構造を簡素化し、粉末付着防止機能を強化した湿式造粒機を用いて造粒試験を

実施し、15 分以内に中位径数百µm の造粒粉を得ることができたが、造粒粉には粒径 1mm を超える粗大粒

子が含まれることがわかった。そのため、造粒直後の造粒粉を整粒機により粉砕し、金型への充填に適し

た造粒粉の割合を増加させることを目的とした。 

2. 実験方法 

本試験で用いた整粒機は、㈱奈良機械製作所製のネビュラサ

イザーNS-20 型であり、模擬造粒粉として、湿式造粒機で製造

した WO3造粒粉を用いた。はじめに、排出口のクリアランスと

ローター回転数をパラメーターとした粉砕試験を実施し、装置

の運転条件を最適化した。次に、最適化した運転条件により、

約 5 kg の WO3造粒粉を整粒機で粉砕処理し、目標粒径範囲（75

～500µm）にある造粒粉の割合を評価した。また、粉砕前後の造

粒粉の流動性の変化を Carr の流動性指数により評価した。 

3. 結果と考察 

最適化した運転条件（ローター回転数：1750 rpm、クリアラ

ンス：0.5 mm）を用いて、約 5 kg の WO3造粒粉の粉砕試験を 3

回実施したところ、図 1 に示す粒度分布となり、目標粒径範囲にある造粒粉の割合を 51％から 87%に増加

させることができた。また、Carr の流動性指数は 87 から 86 に変化する程度であり、整粒機の粉砕処理に

伴い発生した微粉による流動性の低下は、ほとんど無いことがわかった。 

4. 結論 

 湿式造粒機で得られた粗大粒子を含む WO3 粉末を整粒機で粉砕処理することにより、流動性を低下させ

ることなく、粗大粒子を除去することができた。 
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図 1 整粒処理後のWO3造粒粉の粒度分布 
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